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一般消費者
（3,600人）

健康への影響に気を付けるべきと考える項目の順位（中央値*）
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食品安全の専門家
（161人）

内訳：
男女別（２区分）
地域別（10地域）
年代（８区分）
上記各30人

食品安全委員会専門委員 ※：１１位以下
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１ （位）
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（問）
日本の現代の食生活等において、健康への影響
に気を付けなければならないと考える項目はど
れですか。
次の中から、気を付ける必要があるものを、そ
の必要性の大きい順に10個選んでください。

【1. 病原性微生物、2. フグ毒、キノコの毒等
の自然毒、3. BSE（牛海綿状脳症）、4. 農薬
の残留、5. 食品添加物、6. 動物用医薬品の畜
産物への残留、7. アクリルアミド、クロロプ
ロパノール等、8. 食品容器からの溶出化学物
質（ビスフェノールＡ等）、9. かび毒（アフ
ラトキシン等）、10. カドミウム等の自然界の
金属元素、11. ダイオキシン類、12. 遺伝子組
換え食品、13. 輸入食品、14. アレルギー、
15. 健康食品・サプリメント、16. タバコ、
17. 飲酒、18. 偏食や過食、19. その他】

＊全サンプルを大きい順に並べ替えたときの、ちょうど真ん中のデータのこと。たとえば、病原性微生物については、一般消費者3,600人の回答を1位から順番に並べ、
ちょうど真ん中の1,800.5 人目（1,800人目と1,801人目の平均）の回答が3位であった。すなわち、一般消費者の半数以上が1位から3位と回答したことを意味する。

図

ANSES（フランス食品環境労働衛生安全庁）との意見交換
2015 年 5月、食品安全委員会の姫田事務局長らがANSES を訪問し、意見交換を
行うとともに、今後の連携強化を確認しました。

リスク認識のアンケート調査
食品安全委員会では、これからのリスクコミュニケーションに役立てるため、
食品に対するリスク認識についてアンケート調査を行いました。

　食品安全委員会は、近年、EFSA（欧州食品安全機関）や FSANZ（豪州・ニュー
ジーランド食品基準機関）をはじめとする海外のリスク評価機関との連携強化
を図っています。2014 年 4 月には、フランスのリスク評価機関である
ANSES からモルテュルゥ長官が来日して初の意見交換を行い、11 月にはリ
スクコミュニケーションの国際セミナーへ専門家を招へいしました。
　2015 年 5 月 20・21 日、食品安全委員会から姫田事務局長らがパリの
ANSESを訪問し、両機関の組織運営や、個別のリスク評価案件（ビスフェノー
ル A、BSE 等）について情報と意見の交換を行い、重金属・微生物に関する研
究所を視察しました。意見交換は真剣な中にも和やかなムードで行われ、食品
安全委員会からは特に、EFSA と ANSES の役割分担、評価結果が異なった場
合の対応など、EU 特有のリスク評価体制に関し、質問しました。また、今後の
両機関の連携強化について互いに確認し、人材交流や情報共有を促進するため、
協力文書を締結することで合意しました。

　2015 年 2 月から 3 月にかけて、全国の一般消費者 3,600 人と食品安全の専門家（食品安全委員会専門委員）161 人を
対象に、アンケート調査を行いました。「健康への影響に気を付けるべきと考えるものは？」「がんの原因になると思うものは？
」などの質問をして、専門知識の有無による違いに着目してまとめた結果を5月に公表しています。
　「健康への影響に気を付けるべきと考えるもの」については、病原性微生物やかび毒へのリスク認識は、専門家と一般消費者
には大きな違いはありませんでしたが、偏食や過食、アレルギー、飲酒、輸入食品、健康食品・サプリメントについては、専
門家の半数以上がそれぞれ4位、6位、7位、8位、9位以上と回答したのに対し、一般消費者はすべて11位以下でした。
　一方、食品添加物、食品容器からの溶出化学物質、ダイオキシン類は、専門家の半数以上が11位以下と回答しましたが、
一般消費者はそれぞれ、6位、9位、9位以上と回答するなど、違いが見られました（下図）。

▲ANSESの会議室で意見交換を行いました。

　フランスの食品環境労働衛生安全庁。
健康、安全問題を担当する各機構をサポー
トするために、食品、環境及び職場のリ
スク評価を行う機関。健康・農業・環境・
労働・消費者問題省の傘下にある。

ANSESとは

http://www.fsc.go.jp/osirase/risk_questionnaire.html
URL 食品に係るリスク認識アンケート調査について

詳細は下記URL をご覧ください。


